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2022年　4月　～　2022年　12月 33 回

イビデン㈱生産推進本部イビテクノ推進部自工程完結推進グループ 勤続 11 年

プロジェクタ

本 テ ー マ の 活 動 期 間 本 テ ー マ の 会 合 回 数

発 表 者 の 所 属

メ ン バ ー 構 成 会 合 は 就 業 時 間

平 均 年 齢 月 あ た り の 会 合 回 数

テ ー マ 暦 １回あたりの会合時間

ＱＣサークル紹介
発 表 形 式

本 部 登 録 番 号 532-22 サ ー ク ル 結 成 年 月
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7/38テーマ選定理由 ＜テーマリーダーへの立候補＞

テーマリーダーに立候補し、停止状態だった
QCサークルを活用して推進活動開始！

実は、昨年度… サークルリーダー
兼テーマリーダー
に初挑戦！PKG生産部の層間材チームで

QCサークル活動を活用

未経験者を引っ張る自信なし…

岡崎GM

ベテランメンバーのサポート 大

GM(世話人)のサポート 確約

世話人としてサポートする
から、テーマリーダーに
挑戦してみよう！

生産部での
成功体験

生産部とのパイプ役として期待
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6/38テーマ選定理由 ＜サークルの再始動＞

 製造経験が浅い
 主任は業務自体のレベルが高い
 大垣事業場の全5チーム同時に活動が必要

QCサークルのテーマとして、皆でやってみよう！
岡崎GM
(今年度
着任)

悩
み

自工程完結推進グループの週間報告会(週報)にて、悩みを相談

清水1人のみでは
目標達成が難しい

不安の声…

【部署メンバーの反応】

1度もサークル会合なし
QCサークル活動未経験

誰もテーマリーダーに立候補せず、一旦保留に

【清水】

名ばかりのサークルリーダー

立候補の勇気出ず…

Confidential

5/38重点方針のブレイクダウン②

 主任は難易度が高い業務を舵取り
部下指導や工程のレベルアップ活動まで手が回らない

【活動の狙い】
「主任が指導・実践し、部署の人財育成・工程のレベルアップ
活動ができる時間(=改善業務時間)を創出する」に決定

大垣事業場の5チーム全てを同時に推進決定

 様々な部署を跨いで仕事するため、
チーム単独では改善できない

 新工場立上げが迫り、改善業務時間を
早く創出したい

３．何に困っているか

４．どのチームをモデルに推進するか

上田グループ
マネージャー

(GM)

層間材チーム

大垣生産グループ

PT形成チーム

表面処理チーム

個片加工チーム

検査チーム

5チーム

木邨TM

Confidential

4/38重点方針のブレイクダウン①

１．どの事業場で活動するか

大垣事業場に決定
大垣事業場

 生産部の
人員数最大

【自工程完結推進グループ：重点方針】

PKG事業本部の生産部 に対し、自工程完結の考え方で間接業務の

業務効率10%アップを目指し、競争力強化を狙う

 マザー工場

２．誰に焦点を当てるか

生産部
郡部長

【PKG事業本部方針】
 新中期経営計画の柱となる新工場を
計画通りに立上げる

 新工場で活躍できる
人財育成が急務

【チームマネージャー/リーダー(TM/TL)5人の想い】

指導する立場の主任を中心に、部署の
人財育成を進めていきたい

主任に決定
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2/38職場紹介

「自工程完結の考え方」とは
仕事に携わる一人ひとりが「自」ら
「工程」を「完結」させる自工程完結
を意識して仕事すること

生産推進本部

PKG事業本部

セラミック事業本部

イビテクノ推進部 自工程完結推進
グループ

【機能部門】

電子

セラミック

【生産部門】

取締役会

自工程完結推進グループ

(他6部署)

PKG事業本部

Mission：自工程完結の考え方による
間接業務の業務効率向上の推進

QCサークル推進事務局

企画グループ

グループ会社
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1/38会社紹介

本社

岐阜県大垣市

1912年設立
従業員 〈連結〉12,958名
（2022年3月時点）

イビデングループ
国内15社
海外19社

電子事業：パソコン・データセンター

に使われるICパッケージ基板

セラミック事業：DPF(ディーゼル車の黒煙

除去フィルター)、触媒担体保持・シール材、
グラファイト製品

私の所属
青柳事業場

・大垣事業場
・大垣中央事業場
・青柳事業場
・河間事業場*

・大垣北事業場
・神戸事業場
・衣浦事業場

イビデン国内事業場

・本社

創業111年

…生産拠点

*…リニューアル中

機能部門による主任業務の削減
～ キーワードはQCC×自工程完結！

機能部門から製造現場の意識を変えよう ～

私の所属する自工程完結推進グループでは、

「自工程完結の考え方による、間接業務の

業務効率向上の推進」をミッションに、

「よいコミュニケーションから、

いい仕事をしよう！」をスローガンに日々活動

しています

会社紹介、職場紹介

重点方針のブレイクダウン

テーマ選定理由 ＜サークルの再始動、テーマリーダーへの立候補＞

製品を生産するための直接業務を支える業務のこと

「生産部門の間接業務」とは

重点方針達成のため、業務目標は

生産部と協議を実施。

指導する立場の主任を中心に人財

育成を進めたいとの想いから、対象は

「大垣事業場の主任」としました。

1人では目標達成が難しいと感じ

相談したところ、QCサークルのテーマ

とすることを提案されました。

しかし、誰もテーマリーダーへの立候補

がないまま一旦保留に。

また、活動の狙いは「主任が指導・

実践し、部署の人財育成・工程の

レベルアップ活動ができる時間

(=改善業務時間)を創出する」とし、

大垣事業場全5チームを同時に推進

決定しました

弊社の主な事業としては、電子事業とセラミック

事業があります。

１、２

３、4

5、6

私は生産部でQCサークル活動経験が

ある一方、未経験者を引っ張る自信が

ありませんでした。しかし、岡崎GMから

のサポートの約束と生産部とのパイプ

役としての期待を感じた私は、テーマ

リーダーへ立候補。

停止状態だったQCサークルを活用し、

推進活動を開始しました

y905017
テキスト ボックス
208




②
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13/38現状把握 ＜主任1人の業務時間(日)＞

 業務時間は607分/日
弊社平均555分/日に対し

52分多い
 定常・突発業務が多く、
改善業務は残業でカバー
している状態
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主任1人の1日当たりの業務時間

主任22人の5日間の業務時間を、主任1人の業務時間(日)に換算

改善

突発

定常

52分多い

主任1人の業務時間(日)

弊社平均現状(分)

作成者：熊谷
2022.5

488

個片加工チーム
山岸TL

表面処理チーム
橋本TL

関係者全員が改善の必要性を実感した上で、
生産部と協力体制へ！

主任の皆さん
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12/38現状把握 ＜業務の詳細確認＞

全体の53.3%を占める
「突発業務」と定常業務
「工程管理業務」を詳細確認

 突発業務では、品質不具合解析
会議が53.7%で最も多い

 定常業務「工程管理業務」では、
メール対応が42.2%で最も多い

「品質不具合解析会議」とは

顧客基準よりも厳しい社内基準に対して
少しでも外れたら行う、社内会議のこと
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主任の5日間の業務時間：パレート図定常業務「工程管理業務」の内訳：パレート図
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設
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管
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作成者：熊谷
2022.5

N=19540 N=16040

熊谷さん

53.7%

42.2%
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11/38現状把握 ＜作業日報での全体把握＞

対象：主任22人 期間：5/16(月)-20(金)の5日間

 主任業務は大きく3種類に分類できる
・定常業務 ・突発業務 ・改善業務

 突発業務と定常業務「工程管理
業務」が改善業務より多く、全体
の53.3%を占める

大分類 中分類 内容

定常 工程管理業務 毎月・毎週・毎日、
定常的に行っている
業務

工程立会い作業

日常点検・
工程確認

その他

突発 突発業務 トラブル発生時の
臨時の業務

改善 改善業務 部署の人財育成・工
程のレベルアップ活動

【作業分類】

作業日報にて実際の業務時間を測定
作業日報 時刻、分類等を入力

19540
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13120

7655
5310 5110
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作成者：熊谷
2022.5

突発

定常

改善

N=66775

日付 時刻 時間 大分類 中分類

5月27日 8:25 0:15 定常 工程管理業務

5月27日 8:40 0:40 突発 突発業務

5月27日 9:20 0:25 定常 工程管理業務

5月27日 9:45 0:15 定常 工程立会い作業

53.3%
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10/38活動を始める前に ＜主任の意識変化＞

現状を主任にヒアリング実施

 主任は間接業務の改善に
及び腰

 改善が必要だと考えている
TM/TLと認識のギャップあり

【主任へのヒアリング結果】
・間接業務のイメージが付かない
・自分は困っていないから改善不要

しかし…

生産部管理者に
相談

光田さん

上田GM

層間材チーム 林TL

生産部管理者の後押しを
受け、主任は納得して活動へ

昨年度同様、改善
を推進してほしい

上田GM

生産部に必要な活動。
全力でサポートしよう！

部長・GM

TM/TL

メンバー

生産部管理者
から主任へ
追加説明

そんなときこそ…
コミュニケーション！
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9/38活動を始める前に ＜サークルメンバーの意識変化＞

部署のスローガンに
立ち返ってみよう！

1回目のQCサークル会合で、
「フリートークタイム」を導入

光田さん

目的 スローガン通りにQCCを
進めるようにするため

目標 メンバーの人となりを知る
(趣味、休日の過ごし方)

【フリートークタイムの目的・目標】

自工程完結の考え方では、
目的・目標の設定が大切！

初めての部署
初めてのQCC

熊谷さん稲垣JM 山崎JM 光田さん岡崎GM

仲間を知り、
『いい仕事』の土台作り！

今こそ！

冒頭の15分厳守！
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8/38サークル紹介 ＜仙人サークル＞

№ 名前 役割 QCC経験 経験年数

1 岡崎信雄 世話人(GM) あり 0

2 清水香耶子 サークルリーダー あり 1

3 稲垣直行 係長(JM) なし 3

4 山崎朋美 係長(JM) なし 5

5 熊谷篤文 メンバー あり 0

6 光田卓矢 メンバー なし 0

【サークルメンバー】 5人  Dゾーン【サークル状況】

QCC未経験
5人中3人

○ ◔ ◑ ◕ ●
1点 2点 3点 4点 5点

イ ロ ハ ニ ホ イ ロ ハ ニ ホ

◕ ◔ ◑ ◕ ◕ 清水 ◑ ◕ ◕ ◕ ◑
◑○◑ ◔ ◕ 稲垣JM ◑○ ◔ ●◑
◑○◑ ◔ ◕ 山崎JM ◑○ ◔ ●◑
◔ ○◑ ◔ ◑ 熊谷 ◑○ ◔ ◑◑
◔ ○ ◔ ◔ ◑ 光田 ◔ ○ ◔ ◑ ◔

意欲
5Sと

ﾙｰﾙ メンバー
問題

解決

自主

性

Ｙ軸　明るく働き甲斐のある職場 Ｘ軸　サークル能力

技術

習得

改善

能力

習熟度(%)ＱＣ

手法

習熟度(%) ｺﾐｭﾆ

ｹｰｼｮﾝ
会合

ﾁｰﾑ

ﾜｰｸ 0              50  100100            50 0

【個人レベル評価】

弱み 強み

自部署の技能：3点サークル会合：1点
(未開催) (知識あり)

0

2

4

6

10 20 30 40 50 60

メンバーの年齢と経験年数
（年）

（年齢）

作成者：清水
2022.4

今年度から異動
5人中2人(+世話人)

年齢
ave.41歳
経験年数
ave.1.8年

Ｙ
軸

X軸

良
い

レベル 高い

サークルレベル評価

1

2

3

4

5

1 2 3 4 5

目標

作成者：清水
2022.4

Dｰ1
ゾーン

C-1
ゾーン

Bゾーン

A
ゾーン

C-2
ゾーン

D-2ゾーン

Cゾーン

Dゾーン

X軸1.4
Y軸1.8

活動を始める前に ＜サークルメンバーの意識変化＞サークル紹介 ＜仙人サークル＞

活動を始める前に ＜主任の意識変化＞ 現状把握 ＜作業日報での全体把握＞

現状把握 ＜業務の詳細確認＞ 現状把握 ＜主任1人の業務時間(日)＞

私達「仙人サークル」は、サークルメンバーは5人。

そのうち3人はQCサークル未経験者、2人は今年度から異動したメンバーです。

サークルレベルはDゾーンで、強みは自部署の技能の知識、

弱みはサークル会合の未開催でした

初めての経験が多く、若手の光田さんがマイナス思考に陥っていたため、まずは

1回目のQCサークル活動で冒頭に「フリートークタイム」を導入。

目的・目標を設定し、メリハリを付けて会話するようにして、スローガンにある

「いい仕事」の土台作りをしました

主任に現状をヒアリングしたところ、主任は間接業務の改善に及び腰で、

チームマネージャー達と認識にギャップがありました。

生産部管理者に相談し、生産部管理者から直接主任への追加説明する等の

後押しを受け、主任に納得して活動へ入ってもらえるようにしました

現状把握の結果、主任業務は「定常業務」、「突発業務」、「改善業務」の3つに

分類できることが判明。また、突発業務と定常業務「工程管理業務」の2つが

改善業務より多く、全体の53.3%を占めることが分かりました

詳細確認し、突発業務では「品質不具合解析会議」の対応が53.7%、

定常業務「工程管理業務」ではメール対応が42.2%で最も多いことが

分かりました

主任1人の業務時間は607分/日で、弊社平均555分/日に対し

52分多く、改善業務は残業でカバーしている状態が判明。

関係者全員が改善の必要性を実感した上で、生産部と協力体制を

構築しました

7 8

9 10

11 12



③

Confidential

20/38重要要因の検証結果

品質不具合解析会議の会議開催
に時間が掛かる

標準作業が見直されていない

過去に代行し定常化した業務が
そのままになっている

既存システムを使いこなせていない

 一時期、班長・事務アシス
タントの業務負荷が高まり、
主任が代行(以降継続)

 人によって使用する既存
システム・操作方法が異なる

 一部設備に変化があったが、
調査方法はそのまま

 3年以上変更せず使用して
いる帳票がある(手入力)

 人によってやり方・掛かる時間が
異なる

 日程調整をMAX16人+やり直し
回数分行っている

4つの重要要因を検証した結果、全てに因果関係があり
対策が必要

１ 2

３ ４
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18/38重要要因の検証 ＜仕事の手順を明確にする①＞

実作業を確認する前に、自工程完結の考え方「仕事の手順を明確にする」を実施

稲垣JM

自工程完結の考え方「仕事の手順を明確にする」で
効率的に重要要因の検証を実施

品質不具合解析会議の会議開催
に時間が掛かる

１
【事例】

 気付きを色ペンで記入

気付きを中心に
実作業を確認

自工程完結の考え方を基に、
業務フロー図を活用しよう！

【拡大】

関係者

実施事項

時間軸

Confidential

17/38

№ 重要要因 検証内容 方法
自工程
完結

担当 納期

1
品質不具合解析
会議の会議開催
に時間が掛かる

会議開催
方法

・手順書の確認
・実作業の確認

利用 熊谷 6/17

2
標準作業が
見直されていない

標準作業
のやり方

・手順書、帳票の
確認
・実作業の確認

利用
稲垣
JM

6/22

3

過去に代行し
定常化した業務
がそのままに
なっている

業務代行
の必要性

・代行の経緯・
理由の確認
・実作業の確認

利用
山崎
JM

6/22

4
既存システムを
使いこなせて
いない

既存
システムの
使用状況

・使用できる既存
システムの確認
・実作業の確認

利用 光田
6/29

重要要因の検証

メンバーで役割分担し、4つの重要要因の検証を開始

作成者：熊谷
2022.6

検査チーム
高山TM

熊谷さん

 各チームのTM/TLも入り、主任へ直接ヒアリング・
現場に入って実作業を確認

製造経験あり

製造経験のない
メンバーは製造経験者
と世話人がフォロー

QCサークル
レベルアップ

製造経験なし

PT形成
チーム
木邨TM

世話人
岡崎GM
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16/38要因解析 ＜要因追求型系統図＞

QCサークル推進事務局
の指導を受けながら、要因
追求型系統図を作成

QCサークルレベルアップ

業
務
時
間
が
多
い

３次要因２次要因1次要因

突発業務時間が多い

要因案の評価

品質不具合解析会議
対応に時間が掛かる

作成者：熊谷
2022.6

定常業務時間が多い

メール対応時間が多い

情報量の処理に時間
が掛かる

定常業務の実施事項
が多い

必要な情報以外も
収集している

過去に代行し定常化
した業務がそのままに
なっている

既存システムを
使いこなせていない

会議開催に時間が
掛かる

定常業務「工程管理
業務」等の専任者が
いない

メール以外の文字に
よる連絡ツールがない

メールシステムを
使いこなせていない

標準作業が
見直されていない

１

類似の
ため統合

会議開催に時間が
掛かる

標準作業が
見直されていない

過去に代行し定常化
した業務がそのままに
なっている

既存システムを
使いこなせていない

●評価方法：サークルメンバー・生産部TM/TL 
10人で重要要因だと考える要因案に投票

会議で出たAR対応に
時間が掛かる

2

３

４

評価基準：7票以上

サ
ー
ク
ル

生
産
部

合
計

4 5 9

2 1 3

4 5 9

2 0 2

3 5 8

2 1 3

- - -

5 5 10

4 1 5

4つの重要要因
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15/38活動計画の作成

活動手順
ステップリーダー
(ペア制度) 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

１ テーマ選定 清水 ―

２ 現状把握 熊谷 光田

３ 目標設定 清水 稲垣JM

４ 活動計画 熊谷 稲垣JM

5 要因解析 熊谷 山崎JM

6 対策立案 清水 山崎JM

7 対策実施 清水 光田

8 効果確認 清水 光田

9 標準化 熊谷 稲垣JM

10 定着確認 熊谷 山崎JM

11 活動のまとめ 清水 ―

―
QCサークル
勉強会

清水 ―

スローガンを念頭に、全員参加で進めていく

計画
実績

作成者：稲垣JM
2022.6

QCサーク
ルとは

QC手法
の体験

QCの
STEP

異常・ムダ
とは

 QCC未経験者はペア制度で
ステップリーダー任命

 サークル会合(週1回)開始

QCサークルレベルアップ
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14/38

178 159

310
277

119
119

607
555

0

200

400

600

800

軸ラベル

主任1人の1日当たりの業務時間

活動目標の設定

 サークルレベル：D→Cゾーン

何を PKG事業本部 生産部：主任の業務時間

いつまでに 2022年12月末

どうする 自工程完結の考え方で定常・突発業務を削減し、607分/日から
弊社平均業務時間の555分/日以下にする (工数削減率10.6%)

付加価値

作成者：清水
2022.5

弊社平均業務時間

工数
削減率
10.6%

定常・突発業務を減らすだけで
なく、部署の人財育成・工程の
レベルアップ活動ができる改善
業務時間を創出する

狙いの達成に向けた+α目標

52分削減

主任1人の業務時間(日)：目標

改善

突発

定常現状
2022年5月

目標
2022年12月

（分）

436
488

岡崎GM

自工程完結の考え方を
積極的に使っていこう！

活動計画の作成活動目標の設定

要因解析 ＜要因追求型系統図＞ 重要要因の検証

重要要因の検証 ＜仕事の手順を明確にする＞ 重要要因の検証結果

現状把握を基に、2022年12月末までに、「自工程完結の考え方で定常・突発業務を

削減し、1日あたりの業務時間を、607分から555分以下、工数削減率10.6%にする」

と設定。さらに、狙いの達成に向けた+αの目標として、「定常・突発業務を減らすだけでなく、

改善業務時間を創出する」も置きました

目標を達成するための、活動計画はこちらです。

ステップリーダー制度にペア制度も組合せ、QCサークル未経験者を

フォローして、全員参加できる体制にしました

QCサークル推進事務局の指導を受けながら、要因追求型系統図を

作成し、要因解析を実施。4つの重要要因を決めました

4つの重要要因に対し、メンバーで役割分担して、検証を開始しました。

その際、製造経験のないメンバーは製造経験者と世話人がフォロー。

また各チームのチームマネージャー達も入りながら、進めることにしました

自工程完結の考え方「仕事の手順を明確にする」で実施事項を洗い

出してから業務フロー図(=手順)で流れを確認。気付きを中心に

実作業を確認することで、効率的に重要要因の検証を実施しました

たとえば、重要要因1では「仕事の手順を明確にする」で出た、気付き2つの

深堀を実施し、因果関係が判明。同様に、他3つの重要要因も検証しました。

その結果、全て因果関係があり、対策が必要であることが分かりました

13 14

15 16

17 18



④
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27/38対策の実施 ＜業務改廃(ヤメル・ヘラス)②＞

自工程完結の考え方「業務改廃(ヤメル・ヘラス)」後に
標準化してシステム活用により、15分削減 (工数削減率3.1%)

既存システム11種

251枚

見たい内容のみ
簡易版

29枚

改善前 改善後

222枚
(88%)省略

改廃後に操作手順(簡易版)を標準化
して実作業で活用。15分削減

電子化で
ペーパーレス

対策リーダー
光田さん

突発定常 システム名 枚数 紙 電子

〇
品質不具合

解析会議記録

〇 〇 設備管理

〇 〇 コモナリティ分析

〇 品質異常

〇 工程異常

〇 〇 歩留まり分析

〇 日常点検

〇 〇 製品品質

〇 〇 ロット/シートアウト

〇
品質不具合

解析会議結果検索

〇 〇 生産

29 0 1

〇29

＋αの対策

▲15分

定常

突発

(分)
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26/38

突発 定常 システム名 枚数 紙 電子

〇
品質不具合

解析会議記録
70 〇

〇 〇 設備管理 57 〇

〇 〇 コモナリティ分析 37 〇

〇 品質異常 22 〇

〇 工程異常 18 〇

〇 〇 歩留まり分析 12 〇

〇 日常点検 10 〇

〇 〇 製品品質 9 〇

〇 〇 ロット/シートアウト 9 〇

〇
品質不具合

解析会議結果検索
5 〇

〇 〇 生産 2 〇

251 6 5

改善前 改善後

内容 枚数 頻度 対象 判断 枚数

他システム連携 8 初回のみ 全部門 ヤメル 0

選択項目リスト 6 ― 他部門 ヤメル 0

操作画面説明 3 毎回 全部門 ヤメル 0

結果閲覧方法 7 1回/週 全部門 ヤメル 0

入力方法(基本) 8 毎回 生産部 ヤメル 0

入力方法(応用) 9 1回/3か月 生産部 ヘラス 6

(省略) … … … … …

70 枚 6 枚

対策の実施 ＜業務改廃(ヤメル・ヘラス)①＞

４ 最適な既存システム活用
方法の標準化

E既存システム利用方法の見直し

(事例)品質不具合解析会議記録システム

 既存システム11種の
操作手順：251枚

 紙と電子が混在

 覚えている
不要

 システム毎に操作手順を確認し、
ヤメル・ヘラスで操作手順(簡易版)
に入れる内容を判断

 使用しない
不要 実施済み

不要

初回
1回/週

初回のみ

他部門

1回/3か月

 忘れてミスする
必要分のみ抽出
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25/38対策の実施 ＜自工程完結グッズの活用②＞

自工程完結グッズを活用して会議関連のルールを見直し、
24分削減 (工数削減率4.9%)

「指示」の
心得カード

「ダンドリ」用
メモ

自工程完結グッズを
生産部にも周知！

ポスター掲示

打合せ場所に
下敷き設置

 他のグッズも活用して
会議前後も見直し。
18分削減

▲24分

定常

突発

(分)

山崎JM

目的

目標

手順

必要なもの

判断基準 等
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24/38対策の実施 ＜自工程完結グッズの活用①＞

１ 会議主催ルールの設定A品質不具合解析会議の見直し

 常態化した
会議延長の禁止
3分削減

 人によって異なる
議題の統一
2分削減

 ARは後で聞かず、
その場で共有
1分削減

「『会議の進め方』の
心得」シートを基に
見直してみましょう！主任

会議の何を見直せば
いいか分からない…

機能部門中心に周知
していた自工程完結
グッズでルール見直し。
6分削減

対策リーダー
清水

『会議の進め方』の心得
シート

１．何をしたいのか伝えよう！

２．流れを伝えよう！

３．時間を意識して
進めよう！

４．決まったこと・
やらなくてはいけないことを
書いて共有しよう！
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22/38対策リーダーの設定

QCサークル
レベルアップ

全員がやりがいを感じながら活動できるよう、
各自の得意分野を基に改善リーダーを設定

QCサークル活動を理解する手段と
して、対策毎に改善リーダーを設定

主任

サークル会合
で皆と相談

現場に通ううちに仲良くなり、
システムの相談に乗っていた

対策案
対策
リーダー

A 会議主催ルール
の設定

清水

B 工程の調査方法
の見直し

熊谷

C 記載する帳票の
見直し

熊谷

D 本来の実施者へ
戻す

稲垣JM

E 最適な既存
システム活用
方法の標準化

光田
(山崎
JM)

システム
部門出身

光田さん

このシステムの使い方、
教えてくれない？

いいですよ！

コミュニケーションよし！
少し挑戦してみよう

？
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21/38対策の立案 ＜方策展開型系統マトリックス図＞

定
常
・
突
発
業
務
時
間
を
短
縮
す
る
に
は

３次手段２次手段1次手段

対策基準: 13点以上●評価基準: 〇5点 △3点 ×1点

品質不具合解析
会議の見直し

対策案のランク付け

効
果

費
用

実
現
性

ラ
ン
ク

判
定

〇 〇 〇 15 採
用

〇 〇 × 11 却
下

〇 〇 △ 13 採
用

△ 〇 〇 13 採
用

〇 〇 △ 13 採
用

〇 〇 〇 15 採
用

〇 × × 7 却
下

会議主催ルールの
設定

担当者の変更

作成者：清水
2022.7

標準作業の見直し

過去に代行し定常化
した業務の見直し

既存システム
利用方法の見直し

本来の実施者へ戻す

既存システムの利用

新規システムの利用

記録方法の変更

工程の調査方法の
見直し

１

2

３

４

ワンクリックで操作でき
る新規システム構築

記録する帳票の
見直し

最適な既存システム
活用方法の標準化

班長への移管

会議主催ルールの
設定

工程の調査方法の
見直し

記録する帳票の
見直し

本来の実施者へ戻す

最適な既存システム
活用方法の標準化

A

B

C

D

E

対策リーダーの設定対策の立案 ＜方策展開型系統マトリックス図＞

対策の実施 ＜自工程完結グッズの活用＞

対策の実施 ＜業務改廃(ヤメル・ヘラス)＞

19 20

21 22

23 24

対策必要な4つの重要要因に対する方策展開型系統図を作成し、

5つを採用しました。

今回の発表では、自工程完結の考え方を使用した事例を抜粋して紹介します

コミュニケーションが取れている現状を見て、QCサークル活動の理解を深め、

全員がやりがいを感じながら活動できるよう、各自の得意分野を基に

改善リーダーを設定しました

1つ目は、「品質不具合解析会議の見直し」の「会議主催ルールの設定」です。

自工程完結グッズ「『会議の進め方』の心得」シートを元に見直しを提案。

今まで機能部門中心に周知していたため、主任は知らない状態でしたが、

シートを見ながら一緒に会議中のルールを見直し、6分削減しました

自工程完結グッズが、製造現場の間接業務でも使える手ごたえを感じた私達は、

生産部にも本格的に自工程完結グッズを周知。

また、他の自工程完結グッズも活用し、会議前後も見直しを実施して、

合わせて24分削減しました。

2つ目は、「既存システム利用方法の見直し」の「最適な既存システム活用方法の

標準化」です。主任が見たい内容へ絞った操作手順(簡易版)作成のため、目的・目標

を確認し、ヤメル・ヘラスで改廃する自工程完結の考え方「業務改廃」を活用。

システム毎に操作手順を確認し、ヤメル・ヘラスで簡易版に入れる内容を判断しました

その結果、操作手順：251枚から、見たい内容のみの簡易版29枚へ

222枚(88%)を省略。また、+αの対策として電子化でペーパーレスにしました。

このように、操作手順(簡易版)を標準化して実作業で活用し、15分削減しました
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33/38効果の確認

業務時間(日)607分→547分で60分削減
- 定常・突発業務488分→414分で74分削減
(工数削減率15.1%)

- 改善業務119分→133分で14分増加

全て目標達成

178 178 178 156 135 134

310 310 310
300

294 280

119 119 119 123
128 133

607 607 607 580 557 547

0

200

400

600

800

5月 6月 7月 8月 9月 10月

主任1人の業務時間(日)主任1人の業務時間(日)：結果(分)
改善

定常

作成者：山崎JM
2022.11

488

414

555

74分
削減

工数削減率15.1%

改善前5月 6月 7月 8月 9月 改善後10月

主任22人の
残業時間の費用
202万円/月削減

※最終日で算出

突発

60分削減

・C
・その他

10/12
終了

・B
・E

・A
・D

【対策】

14分
増加
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31/38対策の実施 ＜さらなる改善③＞

実作業で活用できるOutlook操作方法の標準化により、
3分削減 (工数削減率0.6%)

【説明会の風景】

教育内容・方法を見直して
標準化し、実作業に活用。
3分削減

PC操作が苦手  音声と動画で真似しやすくする

説明だけでは
活用できない

 各自で個人PCを持ち込み一緒に操作
 参加者は目が届くMAX6人まで 等

光田さん光田さん

【見直した説明会がためになったか】

(N=主任22人+TM/TL5人)

作成者：山崎JM
2022.9

ためになった

ならなかった

96%が「ために
なった」と回答

(分)
▲3分

定常

突発

ニッコリ笑顔♪
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32/38対策の実施 ＜その他対策＞

工程の調査
方法の見直し

本来の実施者
へ戻す

記録する帳票
の見直し

残りの重要要因2つに対し改善を実施し、23分削減
(工数削減率4.7%)

B

C

D

２ 標準作業の見直し

３ 過去に代行し定常化した業務の見直し

 班長・事務アシスタントへ
業務を戻す

9分削減

6分削減

8分削減

▲9分
(分)

対策リーダー 稲垣JM

対策リーダー 熊谷さん

 調査方法のスキルアップ教育
 目的を再確認し班長へ移管

 Excelマクロで
自動集計する帳票へ変更

(分)

(分)

▲6分

▲8分

定常

突発
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29/34対策の実施 ＜さらなる改善②＞

家に帰り、3歳の長男と新しい磁石のおもちゃを開封

デジタルに強い光田さん
中心にアイディア出し実施

文字は読めないが
動画を見て自力で
完成！

動画と音声を活用すれば
誰でも実作業で活用できる
操作手順になる

ひらめき！

音声合成ソフトでナレーション

このように簡単に
確認できます。…

PC画面の録画

(事例)

光田さん

やる気MAX
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28/38対策の実施 ＜さらなる改善①＞

Outlook操作を参加者が正しく理解し、実作業で
活用できる教育内容・方法をサークルメンバーで再検討

現場を回って見てみると、
Outlookを使いこなせて
いないなぁ…

【再確認した主任の悩み】
 メール対応・会議日程調整に
時間が掛かる

 メール送受信以外のOutlookの
使い方が分からない

 Outlook操作手順を作成
 主任・TM/TLを2回に分けて
操作説明会を開催

*…Microsoft社のメール・予定表・タスク管理できるソフトウェア

しかし…

４ 最適な既存システム活用
方法の標準化

E既存システム利用方法の見直し

主任に理解・活用してもらえず…

【説明会がためになったか】
(N=主任22人+TM/TL5人)

作成者：山崎JM
2022.9

ためになった

ならなかった

81%が「ためになら
なかった」と回答

さらなる改善のため、Outlook*に着目

失敗！対策サブリーダー
山崎JM

対策リーダー 光田さん

× PC操作が苦手で説明についていけない
× 説明だけでは実作業で活用できない

対策の実施 ＜さらなる改善＞

対策の実施 ＜その他対策＞

効果の確認

さらなる改善のためOutlook操作方法を教育しましたが、主任に理解・活用

いただけず失敗。Outlook操作を参加者が正しく理解し、

実作業で活用できる教育内容・方法を再検討しました

「動画と音声を活用すれば、誰でも実作業で活用できる操作手順になるのでは

ないか」と、3歳の長男を見てひらめいた私は、サークルメンバーに相談。

これをヒントに、若手でデジタルに強い光田さんを中心に、アイディア出しを実施。

説明の音声に合わせて動画が流れ、真似しやすい操作手順を作成しました

また、説明会の参加者は目が届く人数に絞り、一緒に操作する形式とした結果、

96%から「ためになった」と回答。

実作業で活用できる操作方法の標準化により、3分削減でき、

積極的に動いた光田さんもニッコリ笑顔になりました

また、残りの重要要因2つに対しても改善を実施し、23分削減しました

次は、効果の確認です。

1日あたりの業務時間が607分から547分となり、

60分削減できました。

なお、その内訳としては、定常・突発業務が488分から414分で、

74分削減により、工数削減率15.1%。

改善業務時間は119分から133分で、14分増加し、

全て目標達成しました。

また、付随の効果として、主任22人の残業時間の費用が

1か月あたり202万円削減できました

25 26

27 28

29



⑥
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38/38反省と今後の進め方 ＜次回に向けて＞

QCC×自工程完結のやり方をブラシュアップさせ、QCサークル活動
を活用した業務効率向上の推進活動を進めていきます！

業務品質から、さらなる競争力強化へ

世話人
岡崎GM

QCサークル能力を向上させ、全員で成長していく

職場の重点方針

サークル運営

小集団活動

自工程完結
の考え方

QC手法

主な対象

改善手法

直接業務 間接業務

人財育成

QCサークル活動と自工程完結の
考え方の相乗効果を実感

QCサークル活動

自工程完結

QCC×自工程完結の体系図
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37/38反省と今後の進め方 ＜生産部、サークル＞

サ
ー
ク
ル
運
営

良かった点  の活用により、一人では困難な目標を達成できた

 の活用により、効率的に問題を深堀できた

改善点  自工程完結の考え方を使用するステップを事前に決めておく

今後の課題  次回は自分達だけでもQC手法が使える力を身に着ける

QCサークル

自工程完結の考え方

生
産
部

次回は自分がテーマリーダーに挑戦してみたいです！
光田さん

QCサークル活動未経験者も意識が変わり、
プラス思考で取組めるようになった

仙人サークルと
生産部管理者・
主任の皆さん
(一部) スローガンを体現！
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36/38標準化と管理の定着

5W1Hで決め、改善が後戻りしないようにしていく

なぜ 何を 誰が どこで どのように いつ

標準化
今回定めた
ルール、
操作方法

清水
光田
熊谷
稲垣JM
山崎JM

スタッフ
ルーム

・手順を制定・改正
(8種)

11/9

教育・訓練
制定・改正した
手順(8種)

TM/TL
5人

スタッフ
ルーム

・主任へ変更点の説明 11/16

維持管理
制定・改正した
手順(8種)

TM/TL
5人

スタッフ
ルーム

・現状と整合確認
・変更時の改正

定期：1回/半年
臨時：変更時

実施状況
確認

改善した主任の
定常・突発業務

TM/TL
5人

現場
・決めたやり方で行わ
れているか確認

1回/月
（第2月曜日）

創出した
改善業務時間

清水 現場

・改善業務時間が
取れているか確認
・創出した改善業務の
活用事例の確認

1回/月
(第3水曜日)

作成者：稲垣JM
2022.11

 各チームのTM/TLと連携
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35/38無形の効果確認 ＜創出した改善業務時間＞

狙い通り、創出した改善業務間を部署の人財育成・工程の
レベルアップ活動に有効活用できた

2380 2660

2380
2660

0

1000

2000

3000

4000

軸ラベル

主任1人の1日当たりの業務時間主任1人の改善業務時間(月)

改善後改善前

(分)

作成者：光田
2022.11

主任中心に様々な改善活動を実施
(QCサークル活動、自主保全活動、
品質不具合改善活動等)

《受賞歴》
 22年10月：第6403回QCサークル大会
第16回小集団改善活動若鮎大会銀賞
 23年2月：第6433回QCサークル総合・
交流大会優良賞

 サークル：小さな事からコツコツと
 リーダー：小林主任(PT形成チーム)

【事例】 QCサークル活動

若鮎大会の授賞式
 改善業務時間は280分/月
増加
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◑○◑ ◔ ◕ 山崎JM ◑○ ◔ ●◑
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◔ ○ ◔ ◔ ◑ 光田 ◔ ○ ◔ ◑ ◔
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無形の効果確認 ＜サークルレベル＞

サークルレベルもC→Dゾーンで目標達成

Ｙ
軸

X軸

良
い

レベル 高い

サークルレベル評価

1

2

3

4

5

1 2 3 4 5

BL
D－１
ゾーン

C－１
ゾーン

Bゾーン

A
ゾーン

C－２
ゾーン

D－２ゾーン

Cゾーン

Dゾーン

作成者：清水
2022.11

 D→Cゾーン …X軸2.2、Y軸2.4
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強み弱み

サークル会合：1→3点 自部署の技能：3→4点

光田さん

(週1回開催) (技能を実際に活用)

QCサークル経験者2→5人で
全員経験者へ！

無形の効果確認 ＜創出した改善業務時間＞無形の効果確認 ＜サークルレベル＞

標準化と管理の定着 反省と今後の進め方 ＜生産部、サークル＞

反省と今後の進め方 ＜次回に向けて＞

サークルレベルはCゾーンに上がり、目標達成。サークルの強み、弱みともに

改善できました。また、サークルメンバー全員がQCサークル経験者になりました
さらに、増加した改善業務時間を活用し、主任中心に様々な改善活動を実施。

外部のQCサークル大会で表彰を受けた事例も出て、狙い通り、創出した

改善業務時間を部署の人財育成・工程のレベルアップ活動に有効活用できました

標準化と管理の定着として、各対策に対する標準化等を実施。

チームマネージャー達と連携し、改善が後戻りしないようにしました

今回の推進活動では、生産部と良いコミュニケーションから仕事ができ、

スローガンを体現できました。

さらに、光田さんから次回のテーマリーダーに挑戦したいと立候補があり、

QCサークル未経験者も意識が変わって、プラス思考でQCサークル活動に

取組めるようになりました

また、QCサークル活動に自工程完結の考え方を取り入れたことで、

特に人財育成面で相乗効果を実感しました。

次回は、職場の重点方針としては、「業務品質から、さらなる競争力強化へ」。

仙人サークルの運営としては、「QCサークル能力を向上させ、

全員で成長していく」を狙います

30 31

32 33

34

今回活躍したQCサークル×自工程完結のやり方をブラシュアップさせ、

次回もQCサークル活動を活用した、

業務効率向上の推進活動を進めていきます！


